














Anyway the anxiety and hesitation of the evaluation of “art and crafts”, such as “I do not know what to evaluate”, “Is 
it an objective evaluation?” are very strong.  The past course of study had shown four points of view for evaluation. The 
new course of study, it was changed to three points of view of “Knowledge, Skill”, “Development of thinking ability, 
Judgment ability, Expression power”, “Ability toward learning, humanity.” In this study, I focused on evaluation on “art 
and crafts”. I had aimed to make clear that the current states and problem for the evaluation on “art and crafts”, and to 
consider to some factors. As a result, there is still a present situation of “making a work”. Through the described “teaching 
instruction plan”, I considered that the “child’s modeling process” students thought is different from the actual state of 
“child’s modeling process”. To solve this problem, I think that it is necessary to switch from “possible” evaluation to 
“doing” evaluation. It is important to analyze children’s modeling behavior in detail.
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図画工作科における評価の現状と課題に関する考察
─「子どもの造形プロセス」に向き合う評価を目指して─
A Study of current states and problem for the evaluation on “arts and crafts”























































































































































































本章で取り上げるのは，本学において 2017年度前期に開講された授業であり，第 3学年（1組 59名，2






































課題をつかむ 今日は◯◯をつくるんだな 「造形への関心・意欲・態度」 制作方法の説明







































































































































































































































時間 学習内容 指導上の留意点 評価
1時間目 ◇題材のねらいや学習活動を理解する。
◇ 学校生活の中で普段目を向けないよう
な気になる場所を見つける。
◇ 場所の特徴からこんなところにこんな
世界があったら面白いと感じさせる作
品を考える。
例：窓枠にエレベーター
　　部屋のすみにお城　など
◇自分の作りたい題名を考える。
・ ○！こんなところに！の○の部分に文
字を入れ，「こんなところ」の具体的
な場所とイメージした世界を記入す
る。
〇 題材のねらいや学習活動を児童に説
明する。
〇 一つの班にカメラを用意し，自分の
見つけた場所を記録させる。
〇考える視点を与える。
・場所の特徴をもとにして考える。
例　 こんな教室の角にお城があるわけ
がない
窓枠にエレベーターがあったら面
白いな
〇 題材名にもどり，自分やほかの人に
こんな感情を抱いてほしいという作
品への思いを明確にさせる。
　（え！こんなところに！）
◆ どんな世界（空間）を作りたいか想
像を膨らませ，形や色，計画を考え
ている。
《発想や構想の能力》
【イメージスケッチ　観察】
2～ 5
時間目
（本時）
◇ 考えた題名を基に前時に撮影した写真
を基に「〇！こんなところに！」を作
成する。
◇ 授業が終わるごとに振り返りシートに
今日の工夫点や活動するうえで参考に
したい友だちの工夫点を記入する。
〇 自分のイメージにあう画用紙や材料
を選びながら活動の過程でも想像し
ながら制作・表現する。
〇 場所の特徴を自分の目で見て確かめ
たい児童がいた場合は行ってもよい
こととする。
◆ 自分の考えをもとに適した材料を選
んで表現しようとしている。
《造形への関心・意欲・態度》
【観察】
◆ 自分のイメージにあうように，画用
紙などの組み立て方などを工夫して
いる。
《創造的な技能》
【観察・振り返りシート】
6時間目 ◇作品の鑑賞①②を行う。
② 気になった場所に行き，そこに作品を
置いた状態で鑑賞をする。
　（場所と作品の鑑賞）
①色や形，工夫した点を鑑賞する。
　（作品自体の鑑賞）
〇 ①は児童の机の上に作品を置き，色，
形，工夫点の部分などを中心に鑑賞
させる。
〇 ②は班行動で行い友達の作品と場所
や置き方を見て鑑賞活動を行わせ
る。
◆ さまざまな方法で，作品や表現への
思いをとらえて，良さを感じようと
している。
《鑑賞の能力》
【行動，鑑賞シート】
資料 1　Gグループ指導計画
注：表中の各アンダーラインは筆者による。
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資料 2　Gグループ本時の活動
注：表中の各アンダーラインは筆者による。
過程 ◇学習活動（予想される子供の活動） ○教具の支援・留意点，手だて
◆評価
導入
15分
◇「ちいさい私」を作る。
・画用紙などに貼らせる。
・「青の画用紙を貼りたい！」
・「ぼくの分身はロボットだ！！」
・「私に似ているかな？」
・「犬が好きだから犬にしよう！」
・「体操服を着せようかな！」
○自分の分身を考え，画用紙に絵を描かせる。
○ 人間に限定せず，あくまで自分の分身であるということを
伝え，犬や花など何を分身として描いても良いことを伝え
る。
○うまく切れない場合は，できている児童に手伝わせる。
展開
60分
◇学校内で自分のお気に入りの場所を探す。
・「棚の端っこがいいな！」
・「体育館の跳び箱の上にしよう」
・「どこにしようかな？」
◇教室に戻る。
◇ 「ちいさい私」が居心地のいい場所になるように変えてい
く。
・材料を選ぶ。
・ 鑑賞をして思ったことを表現できるような材料を選択する。
・必要に応じて材料を追加していく。
・「家庭科室にはお菓子があったらうれしいな」
・「跳び箱の上はふかふかだから布団を置こう」
・「パソコンの修理ができるように道具がほしいな」
・「暑いから虫さんもジュースを飲みたいと思う！」
◆ 自分の見慣れた場所の新しい面白さを見つけようとしてい
る。（関心・意欲・態度）
◆ 自分の見つけた場所がどのようにすればさらに楽しい場所
になるかを考えている。（発想・構想）
◆ 自分の思い描いたお気に入りの場所になるように材料や用
具の使い方を理解しながら表している。（創造的な技能）
◆ 自分の分身ならではの場所を探し，どのようにすれば居心
地がよくなるのかを表している。（創造的な技能）
○必要に応じて技能的なことを助言する。
・ 自分なりに表現の方法を考えさせ，困っている児童には方
法を提示する。
終末
15分
◇ グループを組み，それぞれのお気に入りの場所に写真を撮
りに行く。
　→各グループ 1台デジカメ
・「すごいこれ！」
・「かわいいな～」
・「どうやって作ったの！？」
○教室外に出る際には，再度注意事項を確認する。
◆ 自分のお気に入りの場所を紹介し合ってよさや面白さを見
つけている。（鑑賞の能力）
まとめ
15分
◇ワークシートに今日の工夫点を記入させ振り返る。
◇次回の活動について知る。
「わたし」「ぼく」の分身を冒険させよう！！
